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筋力発揮調整の反復課題が利き手および非利き手の 筋力発揮調整能評価変数に及 ぼす効果

○久保田浩史 （岐阜大学）、出村　慎
一

（金沢大学）、長澤　吉則 （京都薬科大学）、

　　　　　　　　　　　 内田　　雄 （金沢大学大学院）

　本研 究は、筋力発揮調整 の 反復課題 が利 き手お よ び非利 き手 の 筋力発揮調整能 （CFE）評価変数 に及 ぼす効果

を検討する こ と を 目的 と し た 。 被験者 （訓練群 10名、対照群9名）は CFE テ ス ト未経験の 若年男性で あ っ た 。 訓

練群は 週 5日、3週 間、計 15回、CFE テ ス トを課題 と し反復実施 した。対照群 は初回 と3週 間後 の み CFE テ ス ト

を実施 した 。 CFE テ ス ト （1回練習後、3試行実 施）は、規則的 に変動する要求値 を握力発揮に て 40秒間追従 し、

そ の誤差総和 を評価変数 とし、2お よ び 3試行 の 平均値を代表値 とした。訓練 群 と対 照群 の 実験前後 の CFE 評価

変数 を利 き手お よ び非利 き手別に、また訓練群 の CFE 評価変数の 推移を、1−3、4−6、7−9、10−12、お よび13−15

回 の 各3回 の 平均 を算出し解析に用 い た 。 3週間後、両手ともに訓練群 の CFE 評価変数は対照群に 比 べ 有意に優

れ た 。 また 、 1−12回 で 利 き手が非利 き手に 比 べ 有意に優れ た が、13−15回 に お い て 有意差 はなか っ た 。 結 論 と し

て、筋力発揮調 整の 反復訓練に よ り、CFE 評価変数は利き手 ・非利 き手とも向上するが、3週間後に両者の 差は

小 さ くな る こ とが示唆され た 。
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　　　　　　 うちの 選手は伸びて い るか 。

　　　　　競泳選手の記録の伸びとチーム効果

○林 　　良平 （鹿児島工 業高等専門学校
一
般教育科文系）
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　指導する 選手の 記録 の 伸 びを評価する場合、単に昨年度よ りも早 い か遅 い かだ けで は不十分 で ある 。 同 じ成長

段 階 に あるほか の 選手や、同じ競技水準にある ほ か の 選手 の伸び と比較 して、相対的 に伸び て い る か否か で評価

する 必要が ある。しか し、学齢や 競技水準別 の 年間成長量 とい うべ き指標は こ れ まで 推計され て こ なか っ た 。

　そ こ で 本稿で は、2007年度か ら2011年度まで に 国内で 開催 され、日本水泳連盟が公認 した競技会の記録 を集計
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幼児における障害物を設置 した枠内歩行時間および平均台歩行時間の性差

○徐 寧 （金沢大学大学院人間社会環境研究科）、 出村　慎
一

（金沢大学大学院自然科学研究科）、

野 口　雄慶 （福井工 業大学）、 川端　　悠 （金沢大学大学院 自然科学研究科）、

　　　　　　 橘　　和代 （金沢 大学大学院人間社会環境研究科）

　こ れ まで 、幼児の 動的平衡性 の 性差が検討されてきたが 、 テ ス トの種類や難度が異なる ため、一
致した見解が得 ら

れ て い ない 。 本研究の 目的は、幼児に おける障害物を設置 した枠内歩行時間および平均台歩行時間 の 性差を検討する

こ とで あ っ た 。 被験者は4歳男児51名お よび女児51名、 5歳男児50名お よ び女児60名、6歳男児62名および女児50名 の 計

324名であっ た。長さ200cm、幅10cm の歩行路 （枠 内歩行）、お よび長 さ200cm、 幅10cm 、 高さ30cm の平均台 （平均

台歩行）の 2条件に 、 100cm の地点に障害物設置3条件 （障害物なし条件）、高 さ5cm （低障害物条件）、高さ10cm （高

障害物条件）を組み合わせた、計6条件における歩行時間を測定した 。 枠内歩行時間と平均台歩行時間ともに全年齢お

よび全障害物条件で 、 年齢に よ っ て記録は向上 して い く傾向を示したが、有意な性差は認め られ なか っ た 。

　以上、幼児の枠内歩行時間と平均台歩行時間ともに性差はなく、また 、 課題 の 難度に関 わ らず性差がない こ とが 明

らかにされた 。
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